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第１学期終業式校長講話 

 

「 夏に咲く花  」 

 

おはようございます。今日は１学期最後の日、終業式です。カレンダーの関係

で、今年はいつもより早く夏休みがやってきます。１学期は去年よりも２日少

なく６９日間でした。みなさんはこの１学期を振り返って、一人ひとりどう感

じているでしょうか。学校全体としては、みなさんがよく頑張ってくれたおか

げで本当に落ち着いて素晴らしい毎日を過ごすことが出来たなと思います。 

そして明日からは楽しい夏休み、これまた去年より長い４５日間の休みになり

ます。今日配られる「学校だより」にも載せましたが、今日の話は「夏に咲く

花」にします。みなさん夏に咲く花と言ったら何を思い浮かべますか。正門の

脇にある細長い花壇に２年生の人が植えたマリーゴールドの脇に緑の支柱に

支えられた葉っぱがあるのを知っていますか。あれは東日本大震災で津波の被

害にあった宮城県の石巻でがれきの下から咲いたひまわりの種を分けてもら

った「ど根性ひまわり」です。まだ花は咲いていませんが、順調に育てば、こ

の夏休み中に花開くと思います。今から楽しみですね。 

楽しみと言えばみなさんの夏休み中の成長も、とても楽しみです。１年生にと

っては初めての中学校で迎える夏休み、小学校時代とは大きく違って部活と勉

強の両立が必要です。２年生は部活でも中心となり、一番充実した夏休みを過



ごせると思います。学習にも計画的に取り組んでください。３年生は勝負の夏

になりますね。受験勉強も大切ですが、進路学習会でも言った通り自分の進路

は自分で決める。そのために自分の足で希望する進路先を見に行ったり体験学

習に参加したりしてください。 

どの学年の生徒にも与えられた時間は同じです。そして学校の授業は休みにな

るけれど、君たちの頭や心、身体の成長は休んではくれません。 

中学生には夏がよく似合います。暑さの分だけたくましくなれるから。 

流した汗の分だけ美しくなれるから。太陽の光の分だけ心が燃えるから。 

夏休み、それぞれ充実した日々を過ごしてください。 

そしてこの夏、たった一輪でもいいので自分にしか咲かせられない「花」を見

つけて咲かせてください。 

９月１日にまた元気に会えることを楽しみにしています。終わります。 

 


